
田中祐輔（東洋大学）

『ごんぎつね』のキーワードを探す

https://drive.google.com/drive/folders/15NVi-_maYnDYLxYGyjqwxikwjpvGHD7u



⼿順１︓D列「教材名」で「ごんぎつね」以外を選択し、ウインドウを閉じる。
ミッション①（手順１～３）：本文に出現する語に絞る



⼿順１︓D列「教材名」で「ごんぎつね」以外を選択
し、ウインドウを閉じる。

⼿順1︓D列「教材名」の「▽」をクリックして、「ごんぎつ
ね」以外を選択し、「OK」をクリックする。

Mac Windows



⼿順２︓⼿順１で選択した⾏を全て選択し、任意のところで右クリックして「⾏の削除」
を選択する。



⼿順２︓⼿順１で選択した⾏を全て選択し、右
クリックして「⾏の削除」を選択する。

Mac Windows
⼿順２︓⼿順１で選択した⾏を全て選択
し、右クリックして「⾏の削除」を選択す
る。



⼿順３︓D列「教材名」の「フィルタのクリア」を選択しウインドウを閉じる。



⼿順３︓D列「教材名」の「フィルタのクリ
ア」を選択しウインドウを閉じる。

Mac Windows
⼿順３︓D列「教材名」の「▽」をクリックし、
「教材名からフィルターをクリア」を選択。

ミッション１（手順１～３）
本文に出現する語に絞る作業が完了！



ミッション２（手順４～８）：語彙の出現頻度一覧表を作成する
⼿順４︓① A 1「学年」のセルにカーソルを置いてクリック。

→ ②「挿⼊」タブ→ ③「ピボットテーブル」を選択する。

①

②
③



⼿順４︓① A 1「学年」のセルにカーソルを置
いて左クリックする。
→ ②「挿⼊」タブ
→ ③ 「ピボットテーブル」を選択する。

Mac Windows
⼿順4 ︓① A 1「学年」のセルにカーソルを置
いて左クリックする。
→②「挿⼊」タブ
→③「ピボットテーブル」を選択する。



⼿順５︓そのままOKにする→ピボットテーブルのフィールドが出てくる。



Mac Windows
⼿順5︓そのままOKにする→ピボットテー
ブルのフィールドが出てくる。

⼿順５︓そのままOKにする→ピボットテーブ
ルのフィールドが出てくる。



⼿順６︓「ピボットテーブルのフィールド」から「原型」を下の「⾏」と「値」にドラッグ
＆ドロップ（左クリックしながら移動する）。



⼿順６︓「ピボットテーブルのフィール
ド」から「原型」を下部の「⾏」と
「値」にドラッグ＆ドロップ。

Mac Windows
⼿順6︓「ピボットテーブルのフィール
ド」から「原型」を下部「⾏」と「値」に
ドラッグ＆ドロップ（⼊れる）。



⼿順７︓「⾏ラベル」の① 「▽」をクリックして、 ② 「降順」を選択して、「並べ替え」
オプションの③「個数／原型」を選択し、枠を閉じる。

①

②

③



⼿順7︓「⾏ラベル」の① 「▽」をクリック
して、 ② 「降順」を選択して、「並べ替
え」オプションの③「個数／原型」を選択
し、枠を閉じる。

Mac Windows
⼿順7︓「⾏ラベル」の① 「▽」をクリック
して、 ②「その他の並べ替えオプション」
を選択し、③「降順」のラジオボタンを選択
してプルダウンメニューで④「個数／原型」
を選択し、⑤「OK」をクリックする。



ミッション２（手順４～７）
出現頻度の高い順で並べ替えられ
キーワードが見えてくる。



『ごんぎつね』本文での語彙出現頻度上位10位

NO． 語彙の原型 出現数（延べ）

1 ごん 48

2 ひょうじゅう 38

3 なか 22

4 その 17

4 おもう 17

4 うち 17

7 する 16

8 うなぎ 15

9 おれ 10

9 いう 10

9 くり 10

『一つの花』本文での語彙出現頻度上位10位

NO． 語彙の原型 出現数（延べ）

1 ゆみこ 23

2 ひとつ 20

3 おとうさん 14

3 おかあさん 14

5 いう 11

6 いく 8

6 なる 8

8 ちょうだい 7

8 せんそう 7

9 ある 6

9 とき 6

出現頻度が高い語の上位一覧



『ごんぎつね』本文での品詞出現頻度一覧表

NO． 品詞 出現数（延べ）

1 名 642

2 動 325

3 副 81

4 代 41

5 形 36

6 連体 28

7 連語 18

8 感 17

9 形動 15

10 接 14

11 慣用句 4

品詞の出現頻度順

『一つの花』本文での品詞出現頻度一覧表

NO． 品詞 出現数（延べ）

1 名 262

2 動 110

3 副 32

4 形 18

5 接 11

6 形動 10

6 連語 10

8 代 7

9 連体 5

10 感 3



https://textmining.userlocal.jp/



https://drive.google.com/file/d/1fs-MyRdx9KcrkvS1RzFuSO2cQiOICXnu/view?usp=sharing



森篤嗣（京都外国語大学）

教科書特有の表現の用いられ方を調べる

https://drive.google.com/drive/folders/1lYq-y_l1m_e2L1bRgnI18BtJGcKyrqNV


